
ELNET モーニングクリッピング®

必要な記事を7時台に全社共有！

毎朝人手で新聞記事を切り抜いていませんか？

社員全員が当日の自社記事を知っていますか？

在宅勤務中の記事共有をスムーズにできていますか？

その記事コピー、新聞社や出版社の許諾を得ていますか？

クリッピングで
こんな問題は
ありませんか?

ク
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！



ELNET モーニングクリッピング®なら、

業務に関連するキーワードを

あらかじめ登録しておきます。

登録されたキーワードを含む

新聞・雑誌・WEBニュースの

見出しが一覧表示されます。

ブラウザから記事情報を

閲覧できます。

新聞記事はPDFで共有でき

るほか、管理者が注目の記事

を選択できます。

■使い方はとってもカンタン。 4Stepで記事情報を共有できます。

自社や顧客、業界に関連する記事を、
新聞・雑誌・WEBニュースから、朝 7時台に全社で共有！
組織全体のインテリジェンスを向上させ、
ビジネスチャンスを逃しません。

人手で切り抜く手間を圧倒的に効率化

キーワードをシステムに登録するだけで必要な記事情報を毎朝お届けします。記事をチェックす

る時間や手間を大幅に削減。システムで検索するので重要な記事のモレや抜けもありません。

手間なく

不要

01 登録 02 配信 03 閲覧 04 共有

新聞各社から許諾を得ているので著作権も安心

新聞社・出版社などの記事の著作権者から許諾を得た形で記事を社内共有できるので、安

心して利用を推進できます。

安心

新聞社A 新聞社B 出版社C

著作権OK!!

在宅勤務や、外出先でも必要な記事を見逃さないどこでも

必要な記事を毎朝メール配信できるので、在宅勤務や外出先など、オフィスの外でも確認

できます。また、タブレットやスマートフォンでも新聞記事は切り抜きイメージのままＰＤＦで閲覧

できるので、必要な記事を見逃しません。

全社員でスピーディーに当日の新聞や雑誌、WEBニュースを共有

全社員必見の記事情報を朝7時台に共有できます。社員間の情報格差がなくなることで、

スムーズな経営戦略、機を逃さない営業活動、適確なリスク管理が可能になります。

だれもが



■記事の閲覧操作は直感的。誰でもカンタンに記事の閲覧が可能です。

■ご利用例

機械製造業 ＜経営企画部＞

顧客の業界全体の動向をいち早く全社で共有したい、という目的で導入。

広報だけでなく、役員、新規事業部、各拠点の管理職計50名で利用。

課 題
● 切り抜き作業だけでなく、回覧にも時間がかかる。素早く社内に
記事を共有したい。

● 出張している役員や各拠点にも記事を届けたい。

● 切り抜き作業からの切り替えがスムーズにいくか心配。また、導入
時の社内説明をスマートにしたい。

解 決
● 人手では対応しきれなかった周辺情報まで、自動検索でスピーディー
に収集。また、早朝の作業短縮と同時に、ペーパーレス化も実現。

● 管理者機能で重要な記事にはコメントを追記して注意喚起。他拠点や
在宅勤務の社員とも情報格差がなくなり、会議で話がしやすくなった。

● 導入にあたって、トライアルで実際の使い勝手を確認できるのが便利。

Share

新聞の記事見出しを
クリックするとPDFで閲覧

雑誌の記事見出しをクリックすると
専用画面から記事を閲覧

WEBニュースの記事見出しをクリックすると
掲載サイトの記事を直接閲覧

※2020年11月25日付　日刊工業新聞

※2020年11月28日付　朝日新聞デジタル

記事原文

※2020年11月30日付　AERA
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